
 

法第 30 条・雨水浸透阻害行為の許可関連フロー 

 

 
 
 

雨水浸透阻害行為面積の整理  
①  現況土地利用の判別 

②  計画土地利用の判別 

③  雨水浸透阻害行為面積の算出 

【事前協議】  
雨水浸透阻害行為面積が

1,000 ㎡以上 

施設計画の作成（申請書類の作成）  
申請書と共に、雨水浸透阻害行為が法令の 

許可基準に適合することを示す書類の作成 

Start 

【許可申請】  
許可基準に適合 

工 事 の 実 施 
 雨水浸透阻害行為を伴う工事の実施  

及び対策工事の実施  

工 事 の 完 了 
雨水浸透阻害行為における工事完了 

届出書提出 

工事完了検査  

標 識 の 設 置 

法令における許可

申請不要。  
ただし、条例につい

ては、別途条例基準

を参照のこと。  

No 

Yes 

Yes 

No 



許 可 申 請 時 必 要 書 類 

横浜市下水道河川局 河川部 河川流域管理課 

許可申請における必要書類一覧（表－２） 

表－２ 許可申請時における必要書類一覧 

申請必要書類 備考 

◆許可申請書

※代理人が申請手続きを行う場合は、委任状を添付してください。

①雨水浸透阻害行為許可申請書（別記様式）

◆計画説明書

②工事の計画説明書

◆計画図

③現況土地利用図（1/2,500 以上） 事前協議時作成 

④土地利用計画図（1/2,500 以上） 事前協議時作成 

⑤排水施設計画平面図（1/2,500 以上）

⑥対策工事の位置図（1/2,500 以上）

◇対策工事の計画図

⑦雨水貯留浸透施設の形状（1/2,500 以上）

⑧雨水貯留浸透施設の構造詳細図（1/500 以上）

◆許可申請の添付書類

⑨行為区域位置図（1/25,000 以上） 事前協議時作成 

⑩行為区域図（1/2,500 以上） 事前協議時作成 

◇対策工事が技術基準に適合する書類

⑪雨水浸透阻害行為前後の流出係数 様式－４ 

⑫雨水浸透阻害行為前後の雨水流出量 様式－５ 

⑬対策工事における雨水貯留浸透施設の規模 様式－６ 

⑭調整池容量計算結果 様式－７ 


